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利益相反（COI）の開示 
１．高齢者がん診療ガイドライン 2022 
本ガイドライン策定にかかわった委員は、日本医学会が定めた「診療ガイドライン策定参加
資格基準ガイダンス（2017 年 3月）の基準を用いて、利益相反に関する情報を過去 3 年分
申告した。COI のマネジメントは日本がんサポーティブケア学会、利益相反委員会にて実
施した。 
 
A. 自己申告者自身の申告事項 
① 企業や営利を目的とした団体の役員、顧問職の有無と報酬額 
② 株の保有と、その株式から得られる利益（1 年間の本株式による利益） 
③ 企業や営利を目的とした団体から特許権使用料として支払われた報酬 
④ 企業や営利を目的とした団体より、会議の出席（発表，助言など）に対し、研究者を拘

束した時間・労力に対して支払われた日当、講演料などの報酬 
⑤ 企業や営利を目的とした団体がパンフレットなどの執筆に対して支払った原稿料 
⑥ 企業や営利を目的とした団体が契約に基づいて提供する研究費 
⑦ 企業や営利を目的とした団体が提供する奨学（奨励）寄附金 
⑧ 企業などが提供する寄附講座 
⑨ その他の報酬（研究とは直接に関係しない旅行、贈答品など） 
 
B. 申告者の配偶者、一親等内の親族、または収入・財産的利益を共有する者の申告事項 
なし 
 
C. 申告者の所属する研究機関・部門（研究機関、病院、学部またはセンターなど）にかか
る institutional COI 開示事項（申告者が所属研究機関・部門の長と過去 3 年間に共同研究
者、分担研究者の関係にあったか、あるいは現在ある場合に該当する） 
⑩ 企業や営利を目的とした団体が当該の研究機関・部門に対し提供する研究費 
⑪ 企業や営利を目的とした団体が当該の研究機関・部門に対し提供する寄附金 
⑫ その他（申告者が所属する研究機関そのもの、あるいは機関・部門の長が本学会の事業

活動に関係する企業などの株式保有、特許使用料、あるいは投資など） 
 

氏名 
（所属） 

経済的 COI 申告内容 ガイドライン作成の役割 
役割 ガイドライン

担当領域 
運
営
委
員

石黒洋 
（埼玉医科大学国際医
療センター） 

該当なし ガイドライ
ン作成委員
長 

統括 

吉田雅博 該当なし 委員 作成指導 
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会 （国際医療福祉大学） 
二宮貴一朗 
（岡山大学大学院） 

開示項目 C① 
2020 年：日本ベーリンガーインゲルハイム 
2021 年：日本ベーリンガーインゲルハイ
ム、小野薬品工業 
開示項目 C② 
2019 年：中外製薬 
2020 年：中外製薬 
2021 年：中外製薬 

運営委員長 内科治療 

坂井大介 
（大阪大学） 

該当なし 委員 内科治療 

田中千恵 
（名古屋大学） 

該当なし 委員 外科治療 

井上大輔 
（福井大学） 

該当なし 委員 外科治療 

室伏景子 
（がん・感染症センタ
ー都立駒込病院） 

該当なし 委員 放射線治療 

奥山徹 
（名古屋市立大学大学
院） 

該当なし 委員 精神腫瘍 

杉本研 
（川崎医科大学） 

開示項目 A④ 
2019 年：サノフィ 
2021 年：協和キリン、田辺三菱製薬 
開示項目 A⑥ 
2019 年：帝人 
2020 年：帝人 
開示項目 A⑦ 
2019 年：武田薬品工業、ベーリンガーイン
ゲルハイム、第一三共、アステラス、協和キ
リン、田辺三菱製薬、帝人ファーマ 
2020 年：武田薬品工業、大日本住友製薬、
第一三共、ベーリンガーインゲルハイム、協
和キリン 

委員 老年医学 

今村知世 
（昭和大学） 

開示項目 A⑥ 
2020 年：大塚製薬 
2021 年：日本イーライリリー 

委員 薬学 

綿貫成明 
（国立看護大学校） 

該当なし 委員 看護 

作
成
委

石川敏昭 
（順天堂大学） 

開示項目 C② 
2019 年：武田薬品工業、大鵬薬品工業、中
外製薬、サノフィ、日本イーライリリー、バ

委員 内科治療 
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員
会 

イエル薬品 
2020 年：中外製薬、サノフィ 

小寺泰弘 
（名古屋大学） 

開示項目 A④ 
2019 年：大鵬薬品工業 
2021 年：第一三共 
開示項目 A⑥ 
2019 年：小野薬品工業 
2020 年：小野薬品工業 
開示項目 A⑦ 
2019 年：大鵬薬品工業、日本化薬、中外製
薬、ヤクルト本社 
2020 年：大鵬薬品工業、中外製薬 
2021 年：中外製薬、大鵬薬品工業、日本イ
ーライリリー 

委員 外科治療 

吉田陽一郎 
（福岡大学病院） 

該当なし 委員 外科治療 

吉田好雄 
（福井大学） 

該当なし 委員 外科治療 

吉野一郎 
（千葉大学） 

開示項目 A④ 
2021 年：アストラゼネカ 
開示項目 A⑦ 
2019 年：大鵬薬品工業、日本イーライリリ
ー、小野薬品工業 
2020 年：大鵬薬品工業、日本イーライリリ
ー、小野薬品工業 
2021 年：大鵬薬品工業 

委員 外科治療 

唐澤久美子 
（東京女子医科大学） 

該当なし 委員 放射線治療 

小川朝生 
（国立がん研究センタ
ー先端医療開発センタ
ー） 

開示項目 A④ 
2019 年：中外製薬 
2021 年：エーザイ、中外製薬 

委員 精神腫瘍 

辻哲也 
（慶應義塾大学） 
 

開示項目 A⑥ 
2019 年：社会医療法人北斗 
2020 年：社会医療法人北斗 

委員 支持・緩和医
療、リハビリ
テーション 

華井明子 
（理化学研究所） 

該当なし 委員 支持・緩和医
療、リハビリ
テーション 

松尾宏一 
（福岡大学筑紫病院） 

開示項目 A⑦ 
2020 年：日本化薬 

委員 支持・緩和医
療、リハビリ
テーション 

桜井なおみ 
（一般社団法人 CSR プ

開示項目 A① 
2019 年：キャンサーソリューションズ 

委員 支持・緩和医
療、リハビリ
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ロジェクト） 2020 年：キャンサーソリューションズ 
2021 年：キャンサーソリューションズ 

テーション 

山本寛 
（東京都健康長寿医療
センター） 

開示項目 A④ 
2021 年：アストラゼネカ、杏林製薬 
開示項目 A⑥ 
2020 年：CES デカルト 
2021 年：デカルト 

委員 老年医学 

内山将伸 
（福岡大学筑紫病院） 

該当なし 委員 薬学 

有馬久富 
（福岡大学） 

該当なし 委員 生物統計 

海堀昌樹 
（関西医科大学） 

開示項目 A⑧ 
2019 年：ニプロ 
2020 年：ニプロ 
2021 年：ニプロ 
開示項目 A⑥ 
2021 年：ヘリックスジャパン、StateArt、
MTG 

委員 内部評価 

野村由美子 
（公益財団法人日本対
がん協会） 

該当なし 委員 内部評価 

鈴木賢一 
（東京薬科大学） 

該当なし 委員 内部評価 

作田裕美 
（大阪公立大学） 

該当なし 委員 内部評価 

 佐伯俊昭 
（埼玉医科大学国際医
療センター） 

開示項目 A⑥ 
2019 年：日本化薬 
開示項目 A⑦ 
2019 年：エーザイ、協和キリン、大鵬薬品
工業、中外製薬 

統括委員会 外科領域 

 田村和夫 
（特定非営利活動法人 
臨床血液・腫瘍研究
会） 

開示項目 A④ 
2021 年：EP フォース、エーザイ、小野薬品
工業開示項目 A⑤ 
2019 年：EP フォース、シンバイオ製薬 
2020 年：エーザイ、EP フォース 
 

統括委員会
委員長 

 

 
 
２．高齢者がん診療ガイドライン 2022修正（2025 年３月） 
 2022 年版と同じ体制で 2022 年版を修正した。修正版にかかわった運営委員会委員から
経済的 COI 申告内容について利益相反関係にある企業はないことを確認した。 
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３．高齢者がん診療ガイドライン増補（2025年３月） 
新たに増補した章として「第 4 章エビデンスが十分でない重要な臨床課題の検討」を作

成した。各課題の回答、解説において上記委員ではカバーできない領域においては、その領
域の専門医に研究協力者として参加を依頼し、その協力のもとガイドラインを作成した。増
補した第 4 章のエキスパートパネルの主要メンバーである運営委員は、2023 年度までの経
済的 COI 申告内容についても文書で利益相反関係にある企業はないことを申告した。なお、
増補版第 4 章は 2022 年版の第 3章の関連のある臨床課題に組み込まれ、本誌では新規の章
立てはしていない。 
新たな研究協力者の利益相反に関しては下記のリストに記載した通りである。 

 
研究協力者氏名・所属 

 氏名 
（所属） 

経済的 COI 申告内容 ガイドライン作成の役割 
役割 ガイドライン

担当領域 
 村上祐司 

（広島大学病院） 
該当なし 研究協力者 放射線治療 

 青山英史  
（北海道大学病院） 

該当なし 研究協力者 放射線治療 

 小川弘朗  
（宮城県立がんセンタ
ー） 

該当なし 研究協力者 放射線治療 

 西岡健太郎 
（北海道大学病院） 

該当なし 研究協力者 放射線治療 

 前林勝也  
（日本医科大学付属病
院） 

該当なし 研究協力者 放射線治療 

 安田耕一 
（北海道大学病院） 

該当なし 研究協力者 放射線治療 

 出倉康裕  
（北海道勤労者医療協
会勤医協中央病院） 

該当なし 研究協力者 放射線治療 

 湊川英樹  
（北見赤十字病院） 

該当なし 研究協力者 放射線治療 

 大西かよ子  
（国際医療福祉大学成
田病院） 

該当なし 研究協力者 放射線治療 

 小宮山貴史 
（山梨大学病院） 

該当なし 研究協力者 放射線治療 

 待鳥裕美子 
（東京都立墨東病院） 

該当なし 研究協力者 放射線治療 
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 若月優  
（QST 病院） 

該当なし 研究協力者 放射線治療 

 村上直也＊ 
（順天堂大学） 

開示項目 A⑥ 
Elekta 

研究協力者 放射線治療 

 村田和俊  
（QST 病院） 

該当なし 研究協力者 放射線治療 

 安藤謙  
（群馬大学） 

該当なし 研究協力者 放射線治療 

 土田圭祐  
（神奈川県立がんセン
ター） 

該当なし 研究協力者 放射線治療 

 石川仁  
（QST 病院） 

該当なし 研究協力者 放射線治療 

 関野雄太  
（筑波大学附属病院） 

該当なし 研究協力者 放射線治療 

 前林俊也  
（日本大学） 

該当なし 研究協力者 放射線治療 

 坂口雅州  
（日本大学） 

該当なし 研究協力者 放射線治療 

 中村和正  
（浜松医科大学） 

該当なし 研究協力者 放射線治療 

 江島泰生 
（獨協医科大学病院） 

該当なし 研究協力者 放射線治療 

 石橋直也 
（日本大学病院） 

該当なし 研究協力者 放射線治療 

 川口弘毅  
（神戸大学病院） 

該当なし 研究協力者 放射線治療 

 清水口卓也  
（がん･感染症センター 
東京都立駒込病院） 

該当なし 研究協力者 放射線治療 

 田口千蔵  
（がん研究会有明病
院） 

該当なし 研究協力者 放射線治療 

 中山秀樹 
（熊本大学） 

該当なし 研究協力者 歯科口腔ケア 

 上田倫弘 
（北海道がんセンタ
ー） 

該当なし 研究協力者 歯科口腔ケア 

 


